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会議開催日時

5月9日
13:30～15：00

7月11日
13:30～15：00

9月12日
13:30～15：00

11月14日
13:30～15：00

1月9日
13:30～15：00

3月13日
13:30～15：00

シェアしたい取組 市域で共有・検討したい課題

保土ケ谷区内外の短期入所事業所10事業所が集まり、現状の情報共有

が出来た。

・事例検討を通じて、ライフステージを通して支援していくことに

　課題がある。

・強度行動障害のある方など、支援の難しい方への障害理解の促進

　や支援機関の役割分担に課題がある。

・拠点整備に向けて、予防的な視点が必要である。

２月

３月 〇1年間の振り返り・次年度活動に向けての意見交換　　会場＝保土ケ谷区役所501会議室

連携・協働に

よる課題解決

の仕組み

部会でできたこと・やったこと

・地域生活支援拠点の制度理解を深めるため、夢21福祉会石田氏より2024年報酬改定についての勉強会を実施できた。

・強度行動障害、18歳知的障害のケースの事例検討を通し、世代間の連携と引継の課題等を把握する機会を作った。

・短期入所事業を実施している区内外10事業所での情報交換会や区内のグループホーム交流会を企画し、今後の拠点整備

　につなげるため、それぞれの事業における課題共有をおこなった。

運営上の課題

・区内短期入所事業所の情報交換会では現状共有までで、拠点整備につながる緊急時対応までは検討できなかった。

・「まちで暮らす」がテーマの部会だが、不動産や居宅介護、訪問看護事業所など参加事業所の広がりが不十分だった。

・子どもの課題は大人の課題にもつながる。こども部会と連携して児童を対象とした事例検討を実施する等、世代間連携

　の流れを作りたかったが、その検討まで至らなかった。

１１月 〇グループホームスタッフ交流会　会場＝保土ケ谷区役所202会議室

１２月

１月 〇事例検討②（在宅知的障害児　児童から成人への移行）　会場＝保土ケ谷区役所地下会議室　

８月

９月 〇事例検討①　（重度知的障害者と精神疾患の母 母子世帯）　会場＝保土ケ谷区役所202会議室

１０月

５月 〇勉強会（地域生活支援拠点の制度理解を深める）　会場＝保土ケ谷区役所202会議室　

６月

７月 〇短期入所事業所、活動ホームとの情報交換会　会場＝保土ケ谷区役所202会議室

年間目標
・地域生活支援拠点の制度理解を深めるため、勉強会を開催する。・事例検討から世代間・領域間の連携と引き継ぎの課題等

を把握する機会を作る。 ・地域生活を支える各事業所と情報交換を行い、緊急時の対応につなげる方法を検討する。 ・グ

ループホーム交流会を行い、交流する機会の少ない世話人同士の情報交換の機会を作る。

月 活動内容

４月

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

児童相談所 身体障害者相談員 知的障害者相談員

民生・児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

構成機関

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体

当事者の家族 権利擁護関係団体・者 大学等

公共職業安定所 保健所・保健センター 保育所

高桑（偕恵いわまワークス） 副部会長（氏名・所属先）： 芝（保土ヶ谷区基幹相談支援センター）

【様式第２号】
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